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「自分の未来を切り拓け！」

◎ 評価が高かった項目

学校は、生徒の話をよく聞き、

声かけをしたり、より良いところ

を認めるなど生徒を励ましてい

る。 （４段階評価で３．５４）

※ 東北中が目指している「きめ細やかに

生徒に対応すること」が一番高い評価で

した。評価が高かったことに、うれしく

思います。今後とも子ども達の頑張りを

認め、更に伸びるよう励ましていきます。

● 評価が低かった項目

生徒は授業や話し合い活動を通

して、自分の考えをまとめたり、

発表したりしている。（３．１２）

※ この項目は、授業の中で大切にしてい

る部分です。ＩＣＴを効果的に使った話し

合い活動や発表のさせ方の工夫などを、教

員がより一層研修を深め、子ども達に還元

していきたいと思います。

上記は、２学期終業式の式辞の中で引用させていただいた文章です。これは、アメリカのバスケットボ

ール選手のマジックジョンソンが、自分と同じ黒人の子ども達に伝えた言葉です。逆境の中でも決して自

分の夢を諦めず、実現させていく強い気持ちを持ってほしいこと、そして、自分が受け身では夢は叶うも

のではなく、自分から良い環境を求めて、実現させていくことが大切であると伝えています。

子ども達が「未来を切り拓く」ために、東北中学校でも「良い環境」を整えていきたいと思います。

学校評価アンケート：結果

学校のホームページにも載せて

ありますので、ご覧ください。

充実した２学期から、次の年へ


